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年 月号

まちの人口と世帯数
（ 年 月末現在）
人 口 人
男 人
女 人
世帯数 世帯

今月の表紙 【お花見】
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平成 年度当初予算
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体験型観光の受け入れに向けて
ハイスクールリポート
英語にチャレンジ
ヘルシー愛ランド（健康）
本人通知制度をご利用下さい
消費生活情報 警察
お知らせのページ
行事カレンダー
まちのわんぱくちゃん

世代を超えた人たちが集う よってみ
んさい屋 は島内にいくつかあります。
中でも大串は一番歴史が古く、今年で
周年を迎えるそうです。
平成 年に、よってみんさい屋大串の

みなさんが 町合併を記念して、桜を
本植えました。その桜は、今年もお花見
に来た人たちを楽しませてくれます。

さ
く
ら
祭
り

月

日
、
海
と
島
の
歴
史
資
料
館
（
大

望
月
邸
）
に
て
、
大
崎
上
島
観
光
協
会
主
催

の
さ
く
ら
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
残
念

な
が
ら
桜
の
花
は
満
開
と
は
言
え
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
島
の
特
産
品
を
買
い
に
来
た
人
や

琴
の
演
奏
を
聞
き
に
来
た
人
た
ち
の
楽
し
む

姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
お
茶
会

で
は
、
あ
ま
り

馴
染
み
の
な
い

抹
茶
の
味
に
神

妙
な
顔
を
す
る

お
子
さ
ん
の
姿

も
。瀬

戸
美
駐
車

場
で
は
、
し
ょ

う
ゆ
や
果
物
な

ど
の
島
の
特
産

品
や
惣
菜
が
販

売
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
池
坊
大
崎
支
部
に
よ
る
生

け
花
の
展
示
が
館
内
で
あ
り
ま
し
た
。
華
や

か
な
作
品
の
数
々
は
、
春
の
到
来
を
感
じ
さ

せ
、
見
る
人
を
和
ま
せ
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
さ
く
ら
祭
り
。
町
の

み
な
さ
ん
の
参
加
ご
協
力
に
よ
り
回
を
重
ね

る
ご
と
に
催
し
も
増
え
、
今
年
も
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

同
時
に
開
催
さ
れ
た

さ
く
ら
祭
り
俳
句

コ
ン
テ
ス
ト

へ
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
結
果
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

宝
く
じ
の
助
成
金
で
備
品
を
整
理

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
の
助
成
金

を
活
用
し
て
、
上
の
谷
区
と
本
郷
区
が
集
会

所
の
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。
老
朽
化
し
て

い
た
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
や
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
等
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
集
会
所
で

の
会
合
等
が
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
新
し
く

な
っ
た
備
品
を
活
用
し
、
今
後
ま
す
ま
す
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
活
発
に
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、

年
度
は
大
串

区
と
盛
谷
区

が
宝
く
じ
の

助
成
金
で
集

会
所
の
整
備

を
実
施
し
ま

す
。



桜
の
植
樹

月

日
、
ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
推
進

協
議
会
と
み
ど
り
推
進
機
構
大
崎
支
部
が
、

神
峰
山
へ
八
重
桜

本
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

本
、
抵
抗
性
赤
松

本
を
植
樹
し
ま
し

た
。
ま
た
、

月

日
に
は
、
大
崎
上
島
町

観
光
協
会
が
大
崎
公
園
へ
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を

本
植
樹
し
ま
し
た
。

沖
浦
観
光
物
産
館
で
絵
画
展

沖
浦
観
光
物
産
館
の
待
合
ス
ペ
ー
ス
に
て
、

東
野
絵
画
教
室
の
作
品
展
が

月

日
ま
で

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

展
示
作
品
は
約

週
間
ご
と
に
入
れ
替

え
て
い
ま
す
の
で
、

何
度
訪
れ
て
も
楽
し

め
ま
す
。

と
絵
画

教
室
の
谷
口
泉
先
生

は
話
し
て
い
ま
す
。

第

回

磯
の
自
然
観
察
会

月

日
、
大
串
海
水
浴
場
に
て
大
崎
上

島
町
商
工
会
が
第

回
磯
の
自
然
観
察
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
約

名
、
お

い
し
く
、
美
し
く
、
楽
し
く

を
モ
ッ
ト
ー

に
、
海
藻
の
採
集
や
海
藻
料
理
、
海
藻
の
足

湯
を
楽
し
み
ま
し
た
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
ア
ド
バ
イ
ス
や
解
説
を
聞
き
な
が
ら
、
バ

ケ
ツ
一
杯
に
海
藻
を
集
め
ま
し
た
。
そ
の

採
っ
た
ば
か
り
の
海
藻
を
天
ぷ
ら
や
酢
の
物

に
し
て
味
わ
っ
た
り
、
足
湯
に
し
て
温
ま
っ

た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
海
藻
の
標
本
作
り

の
や
り
方
や
、
海
藻
が
及
ぼ
す
自
然
環
境
へ

の
影
響
な
ど
を
学
習
し
ま
し
た
。

今
回
が
初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
育
成
を
目
指
し
て
、
恒

例
の
イ
ベ
ン
ト
に
し
て
い
け
た
ら

と
商
工

会
事
務
局
長
の
道
林
清
隆
さ
ん
は
話
し
て
い

ま
す
。

第

回
以
降
は
、

月

日
、

月

日
、

月

日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

す
ま
い
る
ー
む
オ
ー
プ
ン

月
か
ら
、

大
崎
上
島
町
社

会
福
祉
協
議
会

大
崎
支
所
に
て
、

す
ま
い
る
ー

む

が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

す
ま
い
る
ー

む

は
、
地
域

の
人
た
ち
が
交

流
の
場
・
憩
い

の
場
と
し
て
自
由
に
使
え
る

お
茶
の
間

の
よ
う
な
空
間
で
す
。
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

の

時
か
ら

時
ま
で
利
用
で
き
、
利
用
す

る
た
め
の
申
込
み
や
利
用
料
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

大崎公園にて

おと姫バスの決算について

平成 年度のおと姫バスの乗車実績は、 人（前
年比 ）で、収益は 円（前年比 ）で
した。今後とも皆さんのご利用をお待ちしています。

広島県と大崎上島町の人事交流

現在町では、事務処理能
力の向上と、県と町との連
携体制の緊密化を図ること
を目的に、人事交流を行っ
ています。この 月から
年間の予定で、広島県から
平野誠治が、大崎上島町か
ら末廣大樹が、広島県で勤
務しています。

町の新採用職員を紹介します

総務課（行政刷新室）
平野 誠治

教育委員会総務課
住野 大輔

企画振興課
上田 和彦

対象期間 平成 年 月 平成 年 月

路 線 名 利用者数（人）経常費用（円）収益（円）収益率（％）

平

日

大西港・大田線
大西 大串 沖浦線
大西港・大串線
大田・天満港線

休

日

大西港・大田線
大西港 明石港線
大西港・大串線
明石 大田 外表線

合 計

路 線 名 利用者数（人）経常費用（円）収益（円）収益率（％）

平

日

休

日



大崎幼稚園 名
園長 東 克則 担任 中西 夕貴

木江幼稚園 名
園長 北山 博子 担任 桑原千穂子

大崎小学校 名
校長 東 克則 担任 野田菜央未
特別支援学級担任 升 隆子

東野小学校 名
校長 宗本 祥子 担任 古本あずさ

木江小学校 名
校長 北山 博子 担任 底押 悦子

大崎上島中学校 名
校長 竹田 芳子
組担任 西田 健一 組担任 田中 晶奈

特別支援学級担任 藤井 敦子、田渕 美好

小
学
校
の
時
と
比
べ
て
教

科
科
目
も
増
え
、
た
く
さ

ん
の
教
科
書
を
配
ら
れ
る

中
学
一
年
生
。

春
う
ら
ら
か
な
日
に
、
希
望
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
た
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

新
し
い
生
活
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
入
園
式
・
入
学
式
。

た
く
さ
ん
学
び
、
た
く
さ
ん
遊
ん
で
、
楽
し
い
学
校
生
活
を
す
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
入
園
・
ご
入
学

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す



教諭
西田 健一

新しい出会いを楽しみに転
任してきました西田健一です。
生徒たちの夢や目標実現に全
力でサポートしていきます。

教諭
田渕 美好

自然の多いこの島の生
徒たちと、気持ちを新た
に頑張りたいと思います。

教諭
中村 純子

安芸郡海田中学校から異
動してきました。新たな出
会いと発見から、生徒とと
もに成長していきたいです。

教諭
田中 晶奈

海が見える景色がとても
好きです。新たな出会いの
中で共に学んでいけること
を楽しみにしています。

教育補助員
井出本真美

子どもたちの元気と笑
顔をもらいながら共に楽
しく過ごしていけたらと
思います。

図書支援員
田中 里奈

図書室を担当します。
みなさんが楽しく本に親
しめるよう、頑張ります。

教頭
梅田 敬司

礼儀正しく、元気があり、
大崎上島町を愛し、将来の大
崎上島町を背負って立つ子ど
もを育てたいと思います。

教諭
森野 道昭

安浦町の野呂中切小学校から
転任してきました。がんばる、
がんばれ、がんばろう。子ども
と共に成長したいと思います。

教諭
新本 友子

年ぶりに大崎上島町に
帰ってきました。子どもたち
といっしょに明るく楽しい学
校をつくっていきたいです。

教諭
山 順子

故郷である大崎上島に赴任して
参りました。今まで育てていただ
いたことに感謝し、島の子ども達
のために一生懸命がんばります。

養護教諭
越田 邦子

子どもたちが明るく元
気に学校生活を送ること
ができるようにがんばっ
ていきます。

学校支援員
谷岡 智子

やさしい子どもたちと
毎日を大切にがんばりま
す。

校長（木江幼稚園園長）
北山 博子

再び大崎上島町で働ける喜びを
感じています。学校教育目標 自
らかがやく に向けて、教職員全
員の英知を結集してがんばります。

教諭
前田 徹証

年ぶりの木江小学校
です。自分のできること
をしっかりやっていきた
いと思います。

教諭
藤田 昌代

竹原市立竹原西小学校から
転任してまいりました。子ど
も達と楽しく元気いっぱいが
んばりたいと思います。

養護教諭
鼻戸 千依

子ども達が笑顔で健康
に過ごせるよう務めてい
きます。

栄養士
谷本 愛

久しぶりにふるさとに帰っ
て来ました。健康で元気に子
ども達が過ごせるよう食事の
面からがんばります。

図書支援員
福本 恵

図書全般を担当します。
子ども達が読書好きにな
るようがんばります。

大崎幼稚園
中西 夕貴

この度、元気いっぱいの
大崎幼稚園の子ども達の仲
間入りをすることになりま
した。一生懸命頑張ります。

木江幼稚園
桑原千穂子

子ども達のいいところ
をたくさん見つけながら、
元気いっぱい笑顔いっぱ
い頑張ります。

この春、町内の幼稚園、小中学校に赴任された教職員を紹介します。
よろしくお願いします。

平
成

年
【
第

回
定
例
会
議
】

月

日議

事

日
程
第

報
告
第

号

学
校
医
・
学
校
歯
科
医
・
学
校
薬

剤
師
の
委
嘱
に
つ
い
て

日
程
第

報
告
第

号

平
成

年
度
幼
稚
園
、
小
中
学
校

の
園
児
児
童
生
徒
数
に
つ
い
て

日
程
第

報
告
第

号

町
議
会

月
定
例
会
に
お
け
る
教

育
委
員
会
の
一
般
質
問
に
つ
い
て

地
元
、
大
崎
海
星
高
校
存
続
に

向
け
て
の
取
り
組
み
強
化
を

国
の
祝
賀
に
つ
い
て

日
程
第

議
案
第

号

町
立
幼
稚
園
園
長
の
任
命
に
つ
い
て

大
崎
幼
稚
園
長

東

克
則

（
大
崎
小
学
校
長
兼
務

再
任
）

木
江
幼
稚
園
長

北
山

博
子

（
木
江
小
学
校
長
兼
務

新
任
）

に
決
定
し
ま
し
た
。

日
程
第

議
案
第

号

大
崎
上
島
町
教
育
委
員
会
の
権
限

に
属
す
る
事
務
の
補
助
執
行
に
関

す
る
規
則
に
つ
い
て
原
案
ど
お
り

決
定
し
ま
し
た
。

そ
の
他

各
学
校
等
の
入
学
式
の
日
程
に
つ
い
て

懸
案
事
項
に
つ
い
て

そ
の
他

図書支援員
森重 佳恵

図書全般の仕事をしま
す。元気一杯がんばりま
すのでよろしくお願いし
ます。

図書支援員
岡田 公美

初めての事ばかりで至らな
い所がたくさんあると思いま
すが、少しでも役に立てる様
頑張りたいと思います。

公立幼稚園 東野小
大崎小 木江小
大崎上島中

木江幼稚園
河本 涼香

子どもたちのパワーに
負けないように、元気一
杯頑張ります。

木江幼稚園
谷口恵玲奈

子どもたちの元気をた
くさんもらって、笑顔で
頑張ります。



平
成

年
度
大
崎
上
島
町
の
当
初
予
算
額
は
、
一
般
会
計
が

億

万
円
、
特
別
会
計
が

億

万
円
で
総
額

億

万
円
と
な
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
は
、
前
年
度
よ
り

万
円
の

増
額
、
特
別
会
計
は
、
前
年
度
よ
り

万
円
の
減
額
と
な
り
、
全

会
計
で
は
、

万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

平
成

年
度

当
初
予
算
の
あ
ら
ま
し
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総務費
・大崎上島町合併 周年記念事業

平成 年 月 日に合併 周年を迎えること
から記念事業を実施する。

・コミュニティバス運行事業
過疎高齢化に伴う単身高齢者世帯に対する
日常生活支援。

・ 防犯灯導入事業
省エネ及び温室効果ガスの排出削減に取り
組むことを目的とし、防犯灯を蛍光灯から

型へ更新する。
民生費
・じん臓障害者通院費助成事業

人工透析患者は島内に透析可能の医療機関
が無いことにより島外に通院しており、多
額の交通費がかかるため費用の軽減措置を
図っている。

・配食サービス
才以上の単身者、高齢者のみの世帯等に
対する在宅での生活を可能とするための生
活支援。

・子育てあんしん住宅
リフォーム普及支援事業
子育て世帯で、子育てに配慮した住宅リ
フォームする者に対し助成する。

衛生費
・生活習慣病対策費
住民の健康管理の促進。

農林水産業費
・未来創造支援事業
ブルーベリー生産量倍増事業・つわぶき佃
煮生産量アップ事業・新規就農者育成事業
等により 活力あるまちづくり 人材が
育ち活躍する町 を推進していく。

・有害鳥獣駆除対策費
有害鳥獣（イノシシ等）の駆除対策。

商工費
・未来創造支援事業
修学旅行団受入等による海の体験に必要な
シーカヤック購入・カヤック庫整備により
活力あふれるまちづくり を推進してい

く。
土木費
・明石原田線道路改良事業

原田地区と明石地区を南北に結ぶ 級町道
を整備することにより交通体系の整備拡充
が図られ、地域経済の振興発展に寄与する
ことができる。

・沖浦本郷線（沖浦）道路改良事業
大崎下島への玄関港である明石港までのア
クセス道であり、道路拡張することにより、
交通体系の整備を図る。

消防費
・防災施設整備事業
防災行政無線統合 デジタル化事業（

）
大崎地区 木江地区
東野地区

・ヘリポート整備事業
患者の救急搬送や災害におけるヘリポート
を確保する為、大串地区に常設場外離着陸
場を整備する。

教育費
・町立学校情報機器等整備事業
町立学校の情報機器を整備することにより
事業の効率化を図る。

・園児・児童・生徒送迎事業
小学校スクールバス運行業務（ 校）
遠距離通学バス乗車券補助（中学校）

・木江地区施設整備事業
神峰山や温泉施設を中心とする観光ゾーン
においてふれあい郷土資料館及び木江運動
公園等をリニューアルすることにより、観
光客の増加を図る。

・放課後子どもプラン推進費
放課後事業対策。

区 分 年度 年度 差 引

一 般 会 計

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計

後期高齢者医療保険事業特別会計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計

漁 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計

港 湾 管 理 特 別 会 計

漁 港 管 理 特 別 会 計

交 通 事 業 特 別 会 計

干 拓 地 管 理 特 別 会 計

計

合 計

区 分 年度 年度 差 引

一 般 会 計

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計

後期高齢者医療保険事業特別会計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計

漁 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計

港 湾 管 理 特 別 会 計

漁 港 管 理 特 別 会 計

交 通 事 業 特 別 会 計

干 拓 地 管 理 特 別 会 計

計

一般会計及び特別会計の予算規模（当初予算） （単位 万円）主な事業（単位 万円）

歳出予算の性質別内訳
（単位 万円）

人件費
扶助費
公債費
普通建設事業費
災害復旧事業
物件費
維持補修費

補助費等
積立金
投資及び出資金
貸付金
繰出金
予備費
合 計



本 庁 大崎上島町東野本 庁 大崎上島町東野

職員配置表 平成 年 月 日現在の行政体制です。

木 江 支 所 大崎上島町木江木 江 支 所 大崎上島町木江

大 崎 支 所 大崎上島町中野大 崎 支 所 大崎上島町中野

教 育 委 員 会 大崎上島町中野教 育 委 員 会 大崎上島町中野

大崎上島町包括支援センター 田原 香利 広島県地域政策局市町行財政課 末廣 大樹

広島県後期高齢者医療広域連合 平道 龍二 社団法人広島県土木協会 森本真太郎

大崎上島町包括支援センター 田原 香利 広島県地域政策局市町行財政課 末廣 大樹

広島県後期高齢者医療広域連合 平道 龍二 社団法人広島県土木協会 森本真太郎
派 遣 職 員

課 名 課 長 課長補佐 係 名 係 長 係 員
住 民 課 畝本里枝子 木 江 窓 口 係 菅 英子 川口 啓

福 祉 課
（福祉事務所） 鼻戸 宏明

生 活 福 祉 係 多保 佳樹 正畠 将平 田中 直弘

福 祉 指 導 係 石本五十鈴 土井万里子 中坂 優花

介 護 保 険 係 円光登資則 木倉江理奈 御堂 渓

保健衛生課
松浦 弘

保 健 指 導 係 岡田 千里
桧山 浩子 池田 美果 角本 明美
石田 良美 竹野 尚子 川上 優
倉岡 由美 松本みつみ

環 境 衛 生 係 有田 公敬 竹下 良二

課 名 課 長 課長補佐 係 名 係 長 係 員

課 名 課 長 課長補佐 係 名 係 長 係 員

住 民 課 上田千恵美 大 崎 窓 口 係 多武保清美 福政千鶴子 吉川 浩美
二見 博 梅田 芳子

上下水道課 吉本 清隆 岡本 照彦
管 理 係 小笠原正子 天野 志穂 本 恵介

事 業 係 河田 昭司 川野 義彦 閑田 浩平

産業観光課 地 籍 調 査 係 浅井 清成 河田 弘文 神垣 憲隆

課 名 課 長 課長補佐 係 名 係 長 係 員

課 名 課 長 課長補佐 係 名 係 長 係 員

総 務 課
越田 宏行

平田 修
（教育指導監）

総 務 学 校 教 育 係 松浦美保子 亀井 成美 住野 大輔
佐村蘭子（教頭） 大 崎 幼 稚 園 中西 夕貴
桑原千穂子（教頭）木 江 幼 稚 園 川本 美陽

給 食 セ ン タ ー 大成 三鈴

社会教育課
福政 敬司 森川 明 社 会 教 育 係 赤松三津子 下川 昇 馬場 法澄

課 名 課 長 課長補佐 係 名 係 長 係 員

課 名 課 長 課長補佐 係 名 係 長 係 員

総 務 課
（行政刷新室） 小田 博 平野 誠治

（県から派遣）

庶 務 係 望月 邦彦 宮地 丈彦 上杉 吉則
岡田 貴美 中田 真由

財 産 管 理 係 （兼 望月邦彦） 高本 清一
行 政 係 （兼 平野誠治） 山本 秀樹 閑田 悠子
財 政 係 菅 文彦 坂田 誠 村山 吉郎

企画振興課 藤原 保弘
企 画 情 報 係 石田 修次 上田 和彦 藤堂 恵 立田 清治
まちづくり推進係 森下 隆典 川本 亮之 三村 竜也

税 務 課 樽本 忠真 税 務 係 水下 泉 柿本 賢士 今村 武徳 松本 浩二
檜濱 睦夫 常本 敬三

住 民 課 越田 昌宏 福本 道子 住 民 人 権 対 策 係 新谷冨美代 文田 和輝 角本奈緒子
和田 一美

産業観光課
小笠原要介

農 林 水 産 係 有田 芳徳 小川 啓三 長田 勲 橘高 直大

商 工 観 光 係 宮岡 栄治 秋山 英雄

建 設 課 尾尻 誠 岡村 金盛

土 木 耕 地 係 池田 真二 藤原 通伸 日浦 喜晴
岡田 征幸 浅岡 祥太

管 理 係 森下 哲成
山本 徳枝 武田 勝教 森田 和志
小松 幸 小椋 厚志
保名 満 安保 守

会 計 課 古坂 幸也 会 計 係 谷川みどり

議会事務局 奥川 修三 庶 務 係 鼻戸 瑞枝

課 名 課 長 課長補佐 係 名 係 長 係 員

町 長 高田 幸典 副町長 亀山 英治 教育長 出口 一伸



新
鮮
で
安
全
な
食
物
の
お
い
し
さ
、
食
の
大

切
さ
も
伝
え
て
ほ
し
い
と
藤
澤
さ
ん
は
言
い

ま
す
。

ま
た
、
修
学
旅
行
生
を
迎
え
た
際
の
家
庭

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
や
、

指
導
す
る
際
の
注
意
点
な
ど
、
よ
り
具
体
的

な
説
明
が
あ
り
、
実
際
に
修
学
旅
行
生
を
受

け
入
れ
て
い
る
自
治
体
の
模
様
や
、
現
場
研

修
な
ど
の
様
子
を
ビ
デ
オ
上
映
し
ま
し
た
。

最
後
に
研
修
を
終
え
た
方
か
ら
は
、
民
泊

に
対
す
る
不
安
や
期
待
な
ど
、
い
ろ
ん
な
ご

意
見
ご
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
民
泊
の

受
け
入
れ
家
庭
申
請
書
を
持
っ
て
帰
ら
れ
た

方
も
い
ま
す
。
研
修
会
を
通
し
て
、
よ
り
具

体
的
な
イ
メ
ー

ジ
や
心
構
え
が

で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
感
じ

て
い
ま
す
。

今
後
も
、
修

学
旅
行
生
の
受

け
入
れ
に
向
け

た
研
修
会
を
実

施
し
ま
す
。
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

民
泊
受
入
家
庭
を
随
時
募
集
中
で
す
！

少
し
で
も
民
泊
体
験
に
興
味
を
持
た
れ
た

方
は
企
画
振
興
課
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ご
希
望
の
方
に
は
研
修
会
で
配
布
し

た
資
料
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

問
企
画
振
興
課

ま
ち
づ
く
り
推
進
係

問

民
泊
体
験
っ
て
な
に
を
す
る
の
？

修
学
旅
行
の
民
泊
体
験
は

泊
で
す
。

一
軒
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
修
学
旅
行
生
は

名
前
後
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
、
そ
の

家
の
作
業
を
手
伝
っ
た
り
、
の
ん
び
り
散
歩

を
し
た
り
、
語
り
合
っ
た
り
し
て
く
だ
さ
い
。

特
別
な
こ
と
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

普
段
の
生
活
を
、
修
学
旅
行
生
た
ち
と
一
緒

に
し
て
く
だ
さ
れ
ば
十
分
で
す
。
大
切
な
の

は
、
人
と
人
と
の
交
流
で
す
。
民
泊
を
受
け

入
れ
る
家
庭
は
、
修
学
旅
行
生
を
お
客
様
と

し
て
で
は
な
く
、
家
族

と
し
て
迎
え
て

く
だ
さ
い
。
修
学
旅
行
生
に
と
っ
て
も
、
受

け
入
れ
る
家
庭
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
も
、

き
っ
と
思
い
出
に
残
る
ひ
と
と
き
に
な
る
は

ず
で
す
。

農
山
漁
村
生
活
体
験（
民
泊
）研
修

月

日
（
土
曜
日
）、
昨
年

月
に
行

わ
れ
た
体
験
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
講
師
藤
澤

安
良
さ
ん
を
再
び
お
迎
え
し
、
農
業
漁
家
生

活
体
験
（
民
泊
）
受
入
研
修
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
研
修
と
民
泊
受
け
入

れ
研
修
が
午
前
と
午
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
行
わ

れ
、
多
く
の
方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
は
、
指
導
を
す

る
立
場
の
人
を
言
い
、
こ
こ
で
は
農
漁
業
や

ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
の
指
導
を
し
て
く
だ
さ
る

方
々
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

農
漁
業
の
や
り
が
い
や
楽
し
さ
を
伝
え
る

だ
け
で
は
な
く
、
難
し
さ
・
大
変
さ
も
伝
え
、

て
い
ま
す
。

大
崎
上
島
町
で
も
修
学
旅
行
誘
致
事
業
と

し
て
、
大
崎
上
島
海
生
体
験
交
流
協
議
会
を

立
ち
上
げ
、
修
学
旅
行
の
受
け
入
れ
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
島
に
来
て
く
れ

た
修
学
旅
行
生
た
ち
に
は
、
こ
こ
で
し
か
味

わ
え
な
い
感
動
や
体
験
を
し
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
が
減
少
傾
向

に
あ
る
町
で
は
、
こ
の
事
業
を
通
し
て
交
流

人
口
の
増
加
や
地
域
活
性
化
な
ど
経
済
的
効

果
を
ね
ら
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
は
、
島
の
伝
統
で
も

あ
る
櫂
伝
馬
の
体
験
や
、
農
漁
業
な
ど
の
家

業
体
験
や
、
民
泊
体
験
な
ど
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
は
す
べ
て
、
町
民
の
み
な
さ
ま
の
協
力

な
し
で
は
実
現
し
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
ご
協

力
を
お
願

い
し
ま
す
。

観
る
だ
け
で
は
な
い
、体
験
す
る
意
味

近
年
、
観
光
地
へ
旅
行
に
行
く
と
見
か
け

る
よ
う
に
な
っ
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
。
そ
ば
打

ち
や
紙
す
き
体
験
な
ど
、
た
だ
観
て
帰
る
だ

け
で
は
終
わ
り
ま
せ
ん
。
観
光
地
で
の
体
験

を
通
し
て
、
よ
り
現
地
で
の
思
い
出
を
作
ろ

う
と
考
え
る
人
が
増
え
た
の
で
し
ょ
う
。

一
緒
に
行
っ
た
人
た
ち
と
の
体
験
の
共
有

や
、
行
っ
た
先
々
で
出
会
っ
た
人
た
ち
と
の

ふ
れ
あ
い
、
こ
れ
ら
の
交
流
が
、
旅
行
を
よ

り
い
っ
そ
う
良
い
も
の
に
し
て
く
れ
ま
す
。

体
験
型
修
学
旅
行
と
は
？

簡
単
に
言
え
ば
、
都
会
っ
子
が
田
舎
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
み
る
と
い
う
も
の
。
自

然
や
田
舎
の
生
活
を
実
際
に
体
験
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
心
の
豊
か
さ
を
育
み
、
人
と
人

と
の
か
か
わ
り
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
す
。

こ
の
新
し
い
修
学
旅
行
の
ス
タ
イ
ル
が
、
よ

り
高
い
教
育
的
効
果
が
得
ら
れ
る
と
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
受
け
入
れ
る
市
町
村

に
と
っ
て
、
修
学
旅
行
生
や
観
光
客
な
ど
の

外
か
ら
来
る
人
（
交
流
人
口
）
が
増
え
る
こ

と
は
、
観
光
振
興
だ
け
で
な
く
、
地
域
活
性

化
や
一
次
産
業
の
復
興
、
地
産
地
消
な
ど
、

経
済
面
で
も
効
果
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ

体
験
型
観
光
の
受
け
入
れ
に
向
け
て

大
切
な
の
は
人
と
人
と
の
交
流



HIGH SCHOOL REPORT

情報処理室のコンピュータを更新しました
情報教育に使われるコンピュータを更新しました。
今回の更新では 台（生徒用 台、教員用 台）全て

のコンピュータに最新の 、ソフトウェアを導入しま
した。このコンピュータは昼休みや放課後に学生が研究
等のために使用することも可能です。
台のコンピュータの

間には教員のコンピュー
タ画面を表示するモニ
ターも設置され、教えて
いる内容が分かるよう工
夫しています。

学生寮（ 棟）の改修工事が決まりました
建物の老朽化に伴い以前から計画していた学生寮（
棟）の全面改修が決まりました。
昨年新築した 棟に続き大規模な工事が認められたこ

とは、本校の活動が高い評価を受けている証明で、大変
光栄なことです。

学生寮（ 棟）
建築年月 構 造
建築面積 延床面積
収容定員 人
工事期間 平成 年 月頃から ケ月間

工事期間中は近隣にお住まいの方をはじめ町民の皆様に
ご迷惑をお掛けしますが、ご協力の程お願い申し上げます。

学生寮（ 棟）

施設・設備の充実を図っています

情情
報報
ププ
ララ
ザザ
・・
エエ
ルル

日 月 火 水 木 金 土

開館時間

日 月 火 水 木 金 土転校クラブ 水生 大海

キングメイカー 水原 秀策

劇史三国志 我が土は何を育む 吉川 永青

途方もなく霧は流れる 唯川 恵

シャッター通りの死にぞこない 福澤 徹三

列島融解 濱 嘉之

さんくすないと 根本 起男

食といのち 辰巳 芳子

休休

つくしの会
絵本のよみかたり

絵本
ピーマンにんじん
たまねぎトマト！

他

月 日 本校第 回入学式を挙行しました。今年は、
名が新入生として新たなスタートを切りました。式辞
の中で関本圭一校長が、新入生に三つの願いを述べまし
た。
一つ目は、暗記のみの学習ではなく、能動的な学習を
行うこと。自ら進んで学び、発見し、創造していくこと。
二つ目に、本校の校訓 自主、自律、創造 を心に留

めて高校生活を送ること。 アイデンティティ の確立、
それに向けた目標や方法を自ら考える 自律 、それら
を実際に行う 挑戦 を心がけること。
最後に、人の気持ちを理解し、思いやりのある人間に
なること。集団生活を通してお互いに尊重し、助け合い、
励まし合える仲間を一人でも多く作ること。
これに対して新入生を代表して井村渉くんが、 学校

の決まりを守り、心身を鍛え、勉学に励みたい と力強
く宣誓しました。

大崎海星高等学校 第 回入学式

優秀学生 名を表彰
平成 年度にお

いて学業や学生
会・寮生会活動及
び課外活動等の分
野で顕著な功績が
あった学生 名の
栄誉をたたえ、表
彰式を行いました。



やっと春ですね。桜が咲いたり、入学式が行われたり
しています。日本の春はこのような春を感じる出来事が
ありますが、私の故郷では春に特別な学校行事はありま
せんし、桜と同じような明るいピンク色の花もありませ
ん。ツーソンでは 月か 月のある日、突然ショートパ
ンツと シャツを着られるほど暖かい日がやってきます。
そこで春の訪れに気が付きます。残念ながら日本の春は
ショートパンツを着るのには寒すぎますね。今年私は初
めて日本の卒業式や入学式を経験して、とても感動しま
した。アメリカでは、高校や大学の卒業式はとても盛大
で大切な行事なのですが、小学校と中学校では全校生徒
を対象にした式典がありません。アメリカの義務教育は
年生から 年生（小学校 年生から高校 年生）まで

なのですが、日本は小学校 年生から中学校 年生まで
なので小学校や中学校の卒業式はアメリカのものより重
視されているのかなと感じました。
また礼儀や伝統を重んじる日本人ならではのお祝いの
方法なのかなとも思いました。

今までは私は日本の春を 回しか経験したことがな
かったので、今年の 月の初めから毎日桜を楽しみにし
ていて、よく同僚や生徒達に 大崎上島の桜はいつから
咲くの？ と聞きました。 年前私が松江に住んでいた
時に同僚と花見をして、アヤコと松江城の前にある桜の
木の下でピクニックをしました。今年は尾道の千光寺に
県の が花見をするために集まったのですが、曇っ
ていてとても寒い風が吹いていて桜がまだあまり咲いて
いませんでした。でも、次の日にアヤコと大崎上島の桜
公園でお花見をしました。桜がきれいに咲いていて素敵
な花見になりました。桜は 年に 週間ぐらいしか咲い
ていないので、最近私は毎日仕事の帰り道に美しく咲い
ている花を見に桜公園に行っています。次に花見ができ
る時は来年の 月なのでその時までに忘れてしまわない
ように、たくさんの美しい桜を胸に刻んでおこうと思い
ます。

春の訪れ
文・訳 パトリック・マーフィー



らんどは大崎上島町の委託障害者相談支援事業です。
障がいのある方だけでなく、生活のしづらさを抱えて
いる方、ご家族や地域の方からの相談にも応じています。
相談は無料です。秘密は固く守ります。
まずはご連絡ください。

らんどでは、自立生活のお手伝いとして、料理教
室を開催しています。写真は 月には作ったカップ寿
司・かんたんコーンスープ・キャベツとのりのサラダ・
しょうが入りはちみつレモンです。今月はドライカレー
を予定しています。料理が苦手な人・作ったことのない
人も大歓迎です。お気軽に参加してください。
障害者手帳のある・なしは問いません。どなたでも、
お気軽にどうぞ。
調理を手伝ってくださるボランティアさんも募集中。

日 時 月 日
場 所 ふれあい工房内 調理室・食堂

大崎上島町大串 （大崎美浜荘隣り）
費 用 会費として 円
申込方法 月 日 までに、 らんどに連絡して

ください。電話・ ・ なんでも可。

相 談 先
大崎上島町生活サポートセンター
らんど（担当 底押）

＠
電話は転送する場合があります。そのままお待ちくだ
さい。
相談方法 電話相談・来所相談・訪問相談
相談時間 月 金曜日

相談は無料で、秘密は固く守られます。

膵臓がんとは、膵臓の細胞から発生する悪性腫瘍のこ
とです。膵臓がんのうち約 割は、膵管という膵臓の真
ん中にある消化液の通る管から発生します。膵臓はおな
かの深いところ（後腹膜）にあって、上腹部のみぞおち
と臍（へそ）の中間あたりにあります。細長い臓器で、
横になった大きな明太子の様な形をしています。隣接す
る主な内臓は、十二指腸、胆管、門脈、下大静脈、胃、
大動脈、脾臓（ひぞう）、腎臓（じんぞう）、大腸などが
あります。膵臓がんの自覚症状は早期の場合はほぼ無症
状ですが、進行してからは食欲不振、腰背部痛、全身倦
怠感、体重減少などの症状がでてきます。膵臓がんに特
徴的な症状はあまりないので、自覚症状のみでは早期発
見が非常に難しい癌です。糖尿病が診断のきっかけとな
ることもあるので、糖尿病の治療開始時や、糖尿病が急
に悪化したときは、膵臓がんの検査を受けたほうがよい
でしょう。症状がないために、見つかった時には既に進
行していて周囲の内臓に転移していることが多く、治療
のため手術が可能と診断されることは約 割程度しかあ
りません。しかし手術が可能であっても、手術後に転移
が見つかることも多く、 年生存率は ％程度とい
われています。手術不可能な場合の主な治療は抗癌剤に
なります。現在も膵臓がんに有効な抗癌剤の研究が進め
られており、次第に有効率が上昇してきているようです。
膵臓がんを発生させる危険因子は喫煙、アルコール、遺
伝などが関与するとされています。酒、たばこを控えて
規則正しい生活を心がけましょう。

膵臓（すいぞう）がんについて

県立安芸津病院 一般内科部長 梶原 剛



しっかりかめる歯 で
健康な体を作りましょう

エネルギー 、たん白質 、塩分

材 料 分量（ 人分）

ご飯 中盛り 杯 すし酢 大さじ
鮭フレーク 卵 個
砂糖 小さじ サラダ油 少々
ツナ缶 グリーピース 小さじ
濃口しょうゆ 小さじ 砂糖 少々
みりん 少々
白す干し 大さじ 青しそ 枚
白ごま 小さじ
ロースハム 枚 かいわれ大根 少々
焼きのり 枚 梅干し 少々
スライスチーズ 枚

風薫るさわやかな若葉の季節となり、ぽかぽか陽気に
誘われてお花見に行ったり，潮干狩りを楽しんだりとお
出かけする機会も多くなりそう
です。そんな時にお勧めなのが
ラップ寿司。五月晴れの空の下、
おしゃべりをしながら手軽に食
べられるのが魅力的です。具材
はお好みでアレンジを！

作り方

炊き上がったご飯にすし酢を全体に回しかけ、うちわ
であおぎながら切るように混ぜ合わせ、 等分にする。

卵巻き
うす焼き卵を作り、 つに切る。
ラップに をひいて、鮭フレークを混ぜたすし飯

をのせ、包む。
ツナそぼろ
ツナ缶は水気を切り、調味料で炒り煮にしてそぼ
ろを作る。グリンピースはさっとゆでる。
ラップに をのせ、すし飯をのせて包む。
白す干し
青しそはせん切りにし、白す干しと混ぜる。
ラップに をのせ、白ごまを混ぜたすし飯をのせ、

包む。
いちじく
ハムはせん切り、かいわれ大根は根を切り落とし、
くらいの長さに切り、すし飯に混ぜ合わせる。
ラップに つに切った焼きのり、チーズをのせ、
のすし飯をのせ、包む。
十字に切り込みを入れ、梅干しの果肉をかざる。

卵巻き

ツナそぼろ

白す干し

いちじく

手軽においしく、楽しく

むし歯や歯周病などの歯の病気になると、食べ物がよ
くかめない、正しく発音できないなどの 体の問題 だ
けでなく、食事を楽しめない、人前で自然な笑顔が作れ
ない、年をとって見られてしまうなど 心の問題 も出
てきてしまいます。健康でいきいきとした生活を送るた
めに、歯の病気を予防してしっかりかめる歯を保ちま
しょう。
よくかむことの健康効果をあ
らわすことば 卑弥呼の歯が
いーぜ を知っていますか？

ひ 肥満を防ぐ
脳の満腹中枢を刺激して食べ過ぎを防いでくれます

み 味覚の発達を促す
よくかむと食べ物本来の味がわかります

こ 言葉の発音をはっきりさせる
よくかむと舌の動きがスムーズになり発音がよく
なります

の 脳の働きを活発にさせる
よくかむと脳の血の流れがよくなります

は 歯の病気、口臭を予防する
かむと唾液が増え、殺菌効果が働きます

が がんを防ぐ
かむと唾液量が増え、発がん物質の毒素を消して
くれます

いー 胃腸の働きを促進する
かむと消化酵素がたくさん出て、食べ物の消化吸
収を助けてくれます

ぜ 全身の体力が向上する
よくかむと栄養が十分に吸収されます

正しいブラッシング、甘い食べ物を控えるなど、自分
でできることに気を付け、定期的に歯科医に通い健診を
受けることをお勧めします。

ラップ寿司ラップ寿司



交
付
事
実
の
証
明

交
付
事
実
の
通
知
を
受
け
た
方
が
、
交

付
事
実
の
証
明
を
必
要
と
す
る
と
き
は
、

住
民
票
等
交
付
事
実
証
明
書
交
付
申
請

書

に
よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

証
明
申
請
に
必
要
な
も
の

交
付
事
実
通
知
書

本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
・
旅
券
・
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
な
ど
）

法
定
代
理
人
の
場
合
、
本
人
確
認
記
書

類
と
資
格
を
証
明
す
る
書
類

代
理
人
の
場
合
、
本
人
確
認
書
類
と
委

任
状

証
明
書
発
行
手
数
料

円
が
必
要

で
す
。

証
明
す
る
お
も
な
情
報

交
付
日

交
付
し
た
種
類
（
住
民
票
・
戸
籍
謄
本

な
ど
）

交
付
通
数

請
求
の
種
別
（
代
理
人
請
求
・
第
三
者

請
求
な
ど
）

個
人
情
報
保
護
条
例
に
よ
り
開
示
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

事
前
登
録
対
象
者
と
は

大
崎
上
島
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方

大
崎
上
島
町
が
作
成
す
る
戸
籍
に
記
載

さ
れ
て
い
る
方

事
前
登
録
に
必
要
な
も
の

本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
・
旅
券
・
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
な
ど
）

法
定
代
理
人
の
場
合
、
本
人
確
認
書
類

と
資
格
を
証
明
す
る
書
類

代
理
人
の
場
合
、
本
人
確
認
書
類
と
委

任
状

通
知
内
容

事
前
登
録
を
さ
れ
た
方
の
住
民
票
な
ど

を
、
代
理
人
や
第
三
者
に
交
付
し
た
事
実

の
み
を
郵
便
で
通
知
し
ま
す
。

住
民
票
の
写
し
（
除
票
・
改
製
原

を
含
む
）

住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

戸
籍
謄
本
・
抄
本
（
除
籍
・
改
製

原
を
含
む
）

戸
籍
記
載
事
項
証
明
書

戸
籍
の
附
票
の
写
し
（
除
籍
・
改

製
原
を
含
む
）

住
民
票
の
写
し
（
除
票
・
改
製
原

を
含
む
）

住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

戸
籍
謄
本
・
抄
本
（
除
籍
・
改
製

原
を
含
む
）

戸
籍
記
載
事
項
証
明
書

戸
籍
の
附
票
の
写
し
（
除
籍
・
改

製
原
を
含
む
）

こ
の
本
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に
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し
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に
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住
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付
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と
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こ
れ
に
よ
り
、
委
任
状
を
偽
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し
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し
た
り
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不
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取
得

や

不
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制
度
の
概
要

大
崎
上
島
町
に
住
民
票
や
戸
籍
の
本
籍

の
あ
る
方
が
、
役
場
に
事
前
に
登
録
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
代
理
人
や
第
三
者
（
業

者
や
弁
護
士
な
ど
）
に
住
民
票
や
戸
籍
謄

本
な
ど
を
交
付
し
た
場
合
に
、
そ
れ
ら
を

交
付
し
た
こ
と
を
登
録
者
本
人
に
通
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し

ま
す
。

住
民
票
や
戸
籍
謄
本
な
ど
の
第
三
者
交
付
に
か
か
る
本
人
通
知
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
住
民
課

問

事前登録から通知・証明書の交付までのながれ事前登録から通知・証明書の交付までのながれ

事前登録

役場本庁・各支所
の住民課で登録

事前登録

役場本庁・各支所
の住民課で登録

第三者 代理人
からの請求

請求内容を審査し、
住民票などを交付

第三者 代理人
からの請求

請求内容を審査し、
住民票などを交付

登録者への通知

登録者に交付した
事実を通知

登録者への通知

登録者に交付した
事実を通知

（希望者のみ）
交付事実証明書の交付

交付した事実の証明書が
必要であれば、申請によ
り証明書を交付

（希望者のみ）
交付事実証明書の交付

交付した事実の証明書が
必要であれば、申請によ
り証明書を交付



竹原警察署大崎上島分庁舎からのお知らせ竹原警察署大崎上島分庁舎からのお知らせ

竹原市役所 階消費生活相談室 大崎上島町役場 産業観光課（本庁）

月 金曜日 奇数月の第 金曜日

消
費
生
活
情
報

消
費
生
活
情
報

消費生活
相談窓口
消費生活
相談窓口

問 竹原警察署 大崎上島分庁舎問 竹原警察署 大崎上島分庁舎問

行楽シーズンの防犯・交通事故防止対策
“日本一安全・安心な大崎上島町”の実現

消費生活相談窓口をご利用ください消費生活相談窓口をご利用ください

大崎上島町では、 ヶ月に 回消費生活相談窓口を開設しています。（平成 年
月から、消費生活相談担当窓口が、役場産業観光課に変更となりました。）また、

竹原市においても相談窓口が設置されており、大崎上島町の方も利用できます。
相談窓口では、専門的な知識と経験を持つ相談員が消費生活に関する相談に応じ、
問題解決のための助言やあっせん等を行っています。暮らしのトラブルが起きた
ときは、お気軽にご利用ください
相談は無料です。一人で悩まず相談しましょう。

よくある相談事例
・ パソコンや携帯電話でアダルトサイト等を閲覧している最中、クリックをしたら突然登録画面が表
示され、数万円の料金が発生した。支払義務はあるか？

・ 身に覚えのない請求がメールやはがき、郵便物で来た。支払義務はあるか？
・ 複数の金融会社からの借金を抱え返済が苦しい。
・ 携帯電話や固定電話の通話・通信料金が安くなるといわれ、よく分からないまま手続きをしてしまっ
たが、思っていたのと違うので解約したい。

月は などの連休で、気が緩みがちになることから、事件や交通事故に巻き込まれるおそれがあります。
防犯・交通事故防止対策をしっかりとして、被害にあわないようにし、楽しい連休にしましょう。

隙を見せず自分の大事な物を守りましょう！

・旅行など家を出るときは、必ず家の鍵を掛けましょう。
・車から少しでも離れる時は、鍵をきちんと掛けましょう。
また、大事な物は車内に置かないようにしましょう。
・行楽地などでは、現金や貴重品など大切な物は体から離さないようにして、
盗難被害にあわないようにしましょう。

無理をせず、ゆとりを持った運転を！

・気温が暖かくなり、運転中の注意力が低下します。安全確認をしっかりしましょう。
・連休中は、高速道路・幹線道路で交通渋滞が予想されます。
焦らず冷静に安全速度で安全運転に努めましょう。
・行楽期間中は交通量が増加します。歩行者や自転車利用者の方も、交通ルールを守り、事故にあわないよう
にしましょう。

隙を見せず自分の大事な物を守りましょう！

・旅行など家を出るときは、必ず家の鍵を掛けましょう。
・車から少しでも離れる時は、鍵をきちんと掛けましょう。
また、大事な物は車内に置かないようにしましょう。
・行楽地などでは、現金や貴重品など大切な物は体から離さないようにして、
盗難被害にあわないようにしましょう。

無理をせず、ゆとりを持った運転を！

・気温が暖かくなり、運転中の注意力が低下します。安全確認をしっかりしましょう。
・連休中は、高速道路・幹線道路で交通渋滞が予想されます。
焦らず冷静に安全速度で安全運転に努めましょう。
・行楽期間中は交通量が増加します。歩行者や自転車利用者の方も、交通ルールを守り、事故にあわないよう
にしましょう。

防犯対策

交通事故防止対策



登
記
及
び
人
権
相
談
所
を
開
設

法
務
局
職
員
が
相
続
や
贈
与
な
ど
の
登
記

手
続
き
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

ま
た
、
同
時
に
人
権
擁
護
委
員
が
悩
み
事

等
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。
相
談
料
は
無

料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時

月

日

時

時
・

時

時

場
所

大
崎
上
島
文
化
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル

神
峰

楽
屋

相
談
担
当
者

登
記
相
談

広
島
法
務
局
職
員

人
権
相
談

大
崎
上
島
町
人
権
擁
護
委
員

問
広
島
法
務
局
東
広
島
支
局

大
崎
上
島
町
役
場
住
民
課

国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
に
つ
い
て

平
成

年

月

日
よ
り

年
間
、
後
納

保
険
料
の
納
付
が
で
き
ま
す
。
昨
年

月

日
に
公
布
さ
れ
た
年
金
確
保
支
援
法
で
は
、

国
民
年
金
に
関
し
て
、
時
効
に
よ
っ
て
納
付

で
き
な
く
な
っ
た
一
定
期
間
の
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
取
扱
い
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
取
扱
い
は
、
平
成

年

月

日
か

ら

年
間
に
限
っ
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。

《
保
険
料
の
後
納
の
特
例
措
置
》

国
民
年
金
の
毎
月
の
保
険
料
は
、
翌
月
末

日
ま
で
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日
時

月

日

時

時
・

時

時

場
所

大
崎
上
島
文
化
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル

神
峰

楽
屋

相
談
担
当
者

登
記
相
談

広
島
法
務
局
職
員

人
権
相
談

大
崎
上
島
町
人
権
擁
護
委
員

問

に
は
、
保
険
料
の
追
納
の
場
合
と
同
様
に
、

当
時
の
保
険
料
の
額
に
一
定
の
加
算
が
行
わ

れ
た
保
険
料
（
後
納
保
険
料
）
を
納
付
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

後
納
保
険
料
の
納
付
は
、
先
に
経
過
し
た

月
分
の
国
民
年
金
の
保
険
料
（
加
算
が
行
わ

れ
た
保
険
料
）
か
ら
順
次
行
い
ま
す
。
そ
し

て
、
後
納
保
険
料
が
納
付
さ
れ
る
と
、
納
付

が
行
わ
れ
た
日
に
、
そ
の
納
付
が
行
わ
れ
た

月
の
国
民
年
金
の
保
険
料
が
納
付
さ
れ
た
も

の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

こ
の
保
険
料
の
後
納
に
よ
っ
て
、
第

号

被
保
険
者
期
間
の
不
整
合
記
録
に
よ
り

年

以
上
前
の
保
険
料
未
納
期
間
が
あ
る
人
に
つ

い
て
も
、
そ
の
期
間
を
保
険
料
納
付
済
期
間

と
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し

て
い
る
人
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

過
去
に
国
民
年
金
の
未
納
が
あ
る
か
ど
う

か
知
り
た
い
方
は

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

の
利
用
方
法
に
関

す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

月

金
曜
日

時

時

第

土
曜
日

時

時

問
三
原
年
金
事
務
所

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

月

金
曜
日

時

分

時

分

月
曜
日
（
休
日
明
け
初
日
）

時

分

時

第

土
曜
日

時

分

時

問

木
江
運
動
会
が
ひ
と
つ
に

今
年
か
ら
木
江
地
区
で
は
、
町
民
運
動
会

と
木
江
幼
稚
園
小
学
校
の
運
動
会
を
合
同
で

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

園
児
や
児
童
の
が
ん
ば
り
を
地
域
の
方
に

観
て
い
た
だ
く
こ
と
で
地
域
の
つ
な
が
り
を

深
め
る
と
と
も
に
、
多
く
の
方
に
参
加
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ

ま
す
。

大
会
当
日
は
、
幼
稚
園
・
小
学
校
の
運
動

会
を
午
前
中
に
、
町
民
運
動
会
を
午
後
か
ら

行
い
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
は
地
域
の
方
と

子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
種
目
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
木
江
地
区
の
区
割
り
を

区
と
し

て
競
技
者
数
を
確
保
し
、
競
技
の
進
行
を
ス

ム
ー
ズ
に
し
ま
す
。

開
催
日
時

月

日

時

場

所

木
江
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

大
崎
上
島
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集

第

回
大
崎
上
島
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し

ま
す
。

開
催
日

月

日

場

所

瀬
戸
内
ゴ
ル
フ
リ
ゾ
ー
ト

参
加
資
格

町
内
に
お
住
ま
い
の
方
ま
た
は
、

町
内
関
係
事
業
所
に
お
勤
め
の
方
。

募
集
人
員

先
着

組
（

名
）

参
加
費
用

プ
レ
ー
費

円
（
食

事
・
税
込
）、
会
費

円

競
技
方
法

ホ
ー
ル

ス
ト
ロ
ー
ク
プ

レ
ー
・

リ
ペ
ア
方
式

問
申
大
崎
上
島
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局

・

問
申

た
だ
、
保
険
料
を
滞
納
し
た
場
合
に
は
、

年
を
期
限
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
保
険
料
の
免
除
の
適
用
を
受
け

た
り
、
学
生
納
付
特
例
や
若
年
者
納
付
猶
予

の
適
用
を
受
け
た
場
合
に
は
、
免
除
な
ど
の

適
用
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
の
全
部
ま
た

は
一
部
を
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
追
納
は
、

年
前
の
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
追

納
す
る
保
険
料
の
額
は
、

年
度
以
上
前
の

分
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
す
る
場
合
に
は
、

当
時
の
保
険
料
の
額
に
一
定
の
加
算
が
行
わ

れ
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
保
険
料
の
後
納
の
特
例
措
置
は
、

こ
の
保
険
料
の
追
納
と
は
別
に
、
保
険
料
を

納
め
忘
れ
た
被
保
険
者
を
対
象
に
し
た
も
の

で
、
今
年
の

月

日
か
ら

年
以
内
の
期

間
に
限
っ
て
保
険
料
の
後
払
い
（
後
納
）
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
特
例
措
置
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
め

忘
れ
が
あ
る
人
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認

を
受
け
て
、
平
成

年

月

日
か
ら

年

間
に
限
っ
て
、
過
去

年
分
だ
け
で
な
く
過

去

年
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
保
険
料
の
後
納
が
で
き
る
の
は
、
時

効
に
よ
っ
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
期

間
分
（

年
以
上
前
の
期
間
分
）
の
保
険
料

に
限
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
保
険
料
の
後
納

の
承
認
を
受
け
る
と
き
に
、
時
効
に
な
っ
て

い
な
い

年
以
内
の
期
間
に
つ
い
て
保
険
料

の
滞
納
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
保
険
料
を

先
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
の
保
険
料
の
後
納
を
行
う
場
合



ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業

募
集
中
！

町
内
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
（
個
人
含
）
が

行
う
ま
ち
づ
く
り
を
町
が
支
援
し
ま
す
。

対

象

生
涯
学
習
や
人
材
育
成
の
た
め

の
研
修
会
開
催
や
参
加
。

生
活
文
化
・

福
祉
向
上
を
目
的
と
す
る
事
業
。

他
の

地
域
と
の
交
流
推
進
を
目
的
と
し
た
事
業

申
込
期
間

平
成

年

月

日
か
ら

月

日
ま
で

事
業
実
施
期
間

採
択
さ
れ
た
日
か
ら
平
成

年

月

日
ま
で

補
助
金
額
は
、補
助
対
象
経
費
の

分
の

以
内（
限
度
額

万
円
）。た
だ
し
、視
察
研
修

や
派
遣
旅
費
に
つ
い
て
は

分
の

以
内
。限

度
額
あ
り
。（
平
成

年
度
予
算

万
円
）

問
企
画
振
興
課

地
域
の
花
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す

公
道
の
緑
地
帯
等
で
、
住
民
が
自
主
的
に

行
っ
て
い
る
花
づ
く
り
を
町
が
支
援
し
ま
す
。

対
象
要
件
は
、
年
間
を
通
じ
て
植
栽
や
維
持

管
理
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

年
以
上
継
続

し
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
。
美
し
い
景
観
づ

く
り
や
地
域
づ
く
り
に
意
欲
の
あ
る
人
・
グ

ル
ー
プ
。
花
づ
く
り
活
動
に
関
し
て
町
か
ら

他
の
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
等
。
植

栽
面
積

平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き

円
。

申
請
期
限

月

日
ま
で

要
綱
や
申
請
書
は
、
企
画
振
興
課
に
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
企
画
振
興
課

問問

人
材
育
成
助
成
事
業
の
二
次
募
集
開
始

平
成

年
度
離
島
人
材
育
成
基
金
助
成
事

業
の
二
次
募
集
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

離
島
住
民
の
自
主
的
な
島
づ
く
り
活
動
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
の
助
成
事
業
で
す
。

応
募
対
象

町
内
に
在
住
し
て
い
る
人
、
も

し
く
は
離
島
で
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
・
団
体
等

対
象

離
島
の
産
業
振
興
に
係
る
事
業

離
島
の
生
活
文
化
福
祉
の
向
上
に
係
る

事
業

他
地
域
と
の
交
流
推
進
に
係
る
事

業

そ
の
他
人
材
育
成
に
必
要
な
事
業

募
集
期
間

平
成

年

月

日
か
ら

月

日
ま
で
に
企
画
振
興
課
へ
所
定
の
申
込

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

問
企
画
振
興
課

徘
徊
高
齢
者
等

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
認
知
症

や
障
害
等
に
よ
り
外
出
し
た
ま
ま
家
に
戻
れ

な
く
な
る
な
ど
所
在
不
明
と
な
っ
た
方
を
福

祉
課
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と

な
り
、
地
域
関
係
者
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
力
機
関
が
連
携
し
て
情
報
を
共
有
す
る
こ

と
で
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
発
見
し
、
安
全

の
確
保
（
保
護
）
に
努
め
て
い
く
た
め
の
シ

ス
テ
ム
で
す
。

ま
た
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、

広
く
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
す
る
と

ご
家
族
や
ご
本
人
の
同
意
を
得
て
、
徘
徊

の
お
そ
れ
の
あ
る
高
齢
者
及
び
障
害
者
の
名

前
、
特
徴
や
写
真
な
ど
の
情
報
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
事
前
登
録
す
る
こ
と
で
、

行
方
不
明
時
な
ど
緊
急
時
に
、
協
力
機
関
へ

の
情
報
発
信
が
速
や
か
に
開
始
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
徘
徊
の
お
そ
れ
の
あ
る
高
齢
者
等

を
介
護
す
る
ご
家
族
に
対
し
て
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
流
れ
な
ど
に
つ
い
て
事
前

に
説
明
を
行
う
こ
と
で
、
介
護
負
担
の
軽
減

を
図
れ
る
と
い
っ
た
効
果
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

利
用
方
法
に
つ
い
て

事
前
登
録

徘
徊
の
お
そ
れ
の
あ
る
高
齢
者
及
び
障

害
者
の
情
報
を
事
前
に
福
祉
課
、
ま
た
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。

行
方
不
明
時

ま
ず
、
警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

支
援
要
請

警
察
と
連
携
し
、
協
力
機
関
等
に
情
報

を
提
供
し
、
協
力
を
依
頼
し
ま
す
。

発
見
・
保
護

行
方
不
明
者
を
発
見
し
た
ら
、
警
察
に

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
福
祉
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

問

大崎上島町徘徊 ネットワーク図



納付書は、各納期分をまとめて送付します。大切に保管し、納期限までに納めてください。
納付の窓口は、次のとおりです。
広島銀行・もみじ銀行・呉信用金庫・広島市信用組合・広島県信用漁業協同組合連合会の本店及び各支店、広

島ゆたか農協の本所及び各支所、中国 県内のゆうちょ銀行及び郵便局
口座振替が便利です。
ゆうちょ銀行を含む上記の金融機関で手続きができます。
各税目・保険料ごとに申し込みが必要です。（特に、国民健康保険から後期高齢者医療に移行した場合には、

自動での引継ぎはされませんのでご注意ください。）
引き落としを希望する口座の通帳及び通帳の届け出印をお持ちの上、金融機関窓口で直接手続きをしてください。
なお、申込用紙は、町内の金融機関窓口に備え付けています。町外の本店・各支店などでの手続きを希望する

場合には、税務課にお問い合わせください。
その他の詳細は、第 期納期月に送付する納税通知書などでご確認ください。

【特別徴収】（年金からの天引き）
特別徴収分の引き落とし日は、年金支給日と同日です。
詳しくは、第 期納期月に送付する納税通知書などをご覧ください。

【町税・保険料の納め忘れはありませんか？】
各種町税や保険料は、町行政や各種保険制度を安定的に運営するための大切な財源です。
町税や保険料に未納がある方には、督促状や催告書を送付しています。なお、未納が続くと、給与・年金・預

貯金などの財産を差し押さえる場合がありますので、町税や保険料は納期限内に必ず納めましょう。
納期限内に納められない特別な事情がありましたら、そのまま放置せず、本庁税務課又は各支所窓口係までご

相談ください。

固定資産税の情報を開示しています
固定資産税の縦覧は、納税者が所有する土地・家屋の価格等を確認できるようにするため、土地価格等縦覧帳簿、
家屋価格等縦覧帳簿を縦覧により納税者に開示するものです。また、本人の所有する資産の評価内容の確認は、従来
どおり固定資産課税台帳の閲覧で行うことができます。なお、縦覧期間中の閲覧は無料です。
縦 覧 期 間 月 日 まで （土・日・祝日を除く）
縦 覧 場 所 税務課（本庁）
縦 覧 で き る 方 固定資産税の納税者またはその代理人
持 参 す る も の 印鑑、課税明細書（ 月にお届けしています）、運転免許証など本人を確認できるもの。

代理人の場合は、上記のほかに委任状が必要です。
縦覧帳簿の記載事項 土地価格等縦覧帳簿 所在・地番・地目・地積・価格

家屋価格等縦覧帳簿 所在・家屋番号・種類・構造・床面積・価格

平成 年度から介護保険料の納期が、 期から 期に変更になりました。

税務課からお知らせ 問税務課

町税・保険料は町行政の原動力です。期限内納付にご協力をお願いします。
【普通徴収】（納付書払い又は口座振替払い）
平成 年度普通徴収の納期限は、次のとおりです。

税務課からお知らせ 問税務課問

納 期 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

納 期 限

軽 自 動 車 税 全

町 県 民 税 期 期 期 期

固 定 資 産 税 期 期 期 期

国 民 健 康 保 険 税 期 期 期 期 期 期 期 期

後期高齢者医療保険料 期 期 期 期 期 期 期 期

介 護 保 険 料 期 期 期 期 期 期 期 期

納 期 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

納 期 限



年 月 日 年 月 日

月 日 曜 行 事 ・ 場 所 予防接種

月

三種混合 期
日 日

月に 期を
受けた子どもの
予防接種

火

歳 か月児・ 歳児健診 大崎上島開発総合センター （受付）

上島コスモス 木江保健福祉センター

建設関係相談窓口（広島県職員） 本庁 階会議室

水
登記相談所及び人権相談所 大崎上島文化センター

ホール 神峰 楽屋

土

月 がん検診・特定健診 明石会館 （受付）

三種混合 期
日 日

月に 期を
受けていない

子どもの予防接種

火 がん検診・特定健診 西野公民館 （受付）

水
がん検診・特定健診 木江保健福祉センター （受付）

断酒会 東野保健福祉センター

木 がん検診・特定健診 大崎上島開発総合センター （受付）

金 がん検診・特定健診 大崎上島開発総合センター （受付）

土 絵本読みかたり 木江支所修養室

日 神峰山ウォーク 大崎上島文化センター前集合 （受付）

月
がん検診・特定健診 東野保健福祉センター （受付）

家族の集い 大崎上島開発総合センター

火 がん検診・特定健診 東野保健福祉センター （受付）

月 育児相談 大崎上島開発総合センター （受付）

金 日本脳炎 期・ 期
日 日日

月 日 曜 行 事 ・ 場 所 予防接種

三種混合 期
日 日

月に 期を
受けた子どもの
予防接種

三種混合 期
日 日

月に 期を
受けていない

子どもの予防接種

日本脳炎 期・ 期
日 日

竹
原
市
休
日
当
番
医

竹
原
市
休
日
当
番
医

耳
鼻
咽
喉
科
診
療
所

耳
鼻
咽
喉
科
診
療
所

月の診療日

日 ・ 日

受付時間

診療開始

休
日
当
番
医

休
日
当
番
医

内科 日曜・祝日

竹原市休日診療所

外科 日曜・祝日

・ ・ ・

馬場病院
・ ・ ・

安田病院

（注）事前にお電話を

寺元医院

ときや内科

円山医院

射場医院

月は、固定資産税の納期限です。

納期限は、 月 日 です。
納期限を必ず守りましょう！

（口座振替をご利用の方は、残高の確認をお願いしま
す。）

納期限までに納付確認できない場合は，督促状を発送
します。

問税務課（本庁）

月は、固定資産税の納期限です。

問

相談受付時間

翌朝局番なしの

小児救急電話相談を活用下さい
子どもが、夜間急病になったとき、どうしたらよ
いか、病院の診察を受けたほうがよいのか判断に
迷った時、電話による相談ができます。
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地
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名
）
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名
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て
く
だ
さ
い
。
期
限
は
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月

日

。
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